	090816 核心ニース原稿1

	題　　目
	OMC、 保険、自動車など、生活関連事業から

	アンカー 
	‘第１回 保険使命者の日’の行事が8月12日OMCセンターにて行われ、250人が参加しました。特にこの場では、産業人たち
のワンネスが強調されました。

	内　容
	常任委員会柳光洙総裁は、Remnantたちの社会進出のための土台の構築が至急であることを前提にして話し、

保険、自動車の販売、仲介人など生活関連事業から具体化されることが望ましいと述べ、このためにはまず、

タラッパンの産業人たちがワンネスの祝福の主役になるべきであると強調しました。

また、産業人たちがこれから検診体系を築き、ボランティアと実費で病院を設立・運営し、

金融管理の開発を通してどの団体より先頭にたつ Remnantたちを育てなければならないと話しました。


	090816 核心ニース原稿2

	題　　目
	水準の高い小学生部の言語キャンプ

	アンカー
	「福音の根」という主題で開かれた小学生部の言語キャンプには、トッピョン修練場に320人の小学生のRemnantたち
と教師60人が集まりました。



	内　　容
	中・高等部に続いて開かれた小学生部の言語キャンプは、初日、学生たちの実力を確認するテストを経て、10つのクラスに
分けられ授業が始まりました。

踊りと賛美をしながら、みことばを受ける午前礼拝の後、ゲームと遊び、アニメと視聴覚教材などを通して福音を繰り返して
確立する同時に英語の実力も積む、水準の高い授業が進行されました。

一方、スケジュールにそって午前礼拝のみことばを継続的に繰り返し、福音の根を事実的に下ろし、‘世界宣教’という
プログラムを通して宣教地ケニヤ、フィリピン、アメリカ、ペルーなど国別宣教現場を探訪し、宣教の目が開かれる時間を
持ちました。



	090816 核心ニース原稿3

	題　　目
	大雨の中、1600人が集まったアニャン伝道集会

	アンカー
	-


	内　　容
	8月11日蒸し暑い中、場所は、アニャン世界宣教教会でアニャン伝道集会が行われ、 1600人が参加しました。
 常任委員会柳光洙総裁は、1講義目のメッセージを通して、まず、定刻、常時、礼拝、特別、集中など、5つの祈りを通して

霊的なリズムを回復し、答えられるまで祈り続けるとき、牧師と重職者が祝福の座を回復することができると述べました。

2講義目のメッセージでは、「ただ 聖霊」が方法になるべきだと話し、祝福の座を回復するためには、神様の始まり、神様の
目標、神様の道しるべを必ず見なければならないと強調しました。また、毎日祈りとみことば、伝道の答えを受けるべきであると話し、聖徒たちがワンネスになる時、アニャン地域を生かすことができると強く述べ立てました。
最後に神学院・宣教師訓練院の特別講義で柳総裁はまず、自分のスケジュールに伝道があり、伝道を始めるとき、キャンプの
門が開かれると話し、祈りとみことば、伝道に対して答えを持つ一人が教会と地域を生かせると話しました。



	090816 核心ニース原稿4

	題　　目
	（単信)

	アンカー
	-

	内　容  
	1．‘自閉症児・治癒キャンプ’が8月10日から２泊３日間、ソクリ山ユースタウンにて行われ、障害を持つ子どもと親、天使ボランティア
など220人が集まりました。

キャンプの講師であるヤン・スンソク牧師は、‘自閉症児・治癒キャンプ’でサラン部Remnantたちが福音とみことば、祈りの奥義を
体験する合宿の場であると伝えました。

「ハッピーキャンプ」という主題で、視覚の敏感な自閉症児の特性を配慮してお描きや劇などを用いてみことばを伝えるなど、

視覚に焦点をあてプログラムを進行しました。

2. ‘大学働き人修練会’が8月11にアニャン世界福音教会で行われ、250人ほどが参加しました。

常任委員会柳光洙総裁は、「3つの準備」というメッセージを通して、 Remnantたちが実際的に力を育てるためには、
24時祈りに挑戦し答えを受けて、教職者たちはこれを助けるべきであると話しました。また、 Remnantたちは

もう一歩先に進み未来を準備し、タラッパン全体の流れを把握して Remnant全体をリードしていく準備をしなければならないと
強調して話しました。
3. 第18回　青少年・大学伝道神学院卒業式が8月8日土曜核心の時にイエウォン教会にて行われました。今回は、大学伝道神学院47人、
青少年伝道神学院78人の卒業生が輩出されました。
一方、卒業生一同は、集めたRUTC基金を柳光洙総裁に渡しました。
4.1318 Remnantリーダー修練会および講師団メッセージが8月13日からチュンジュホリゾートにて開かれ、400人が参加しました。
パク・ソンジン牧師は講義を通して、リーダーたちは個人的な力、学業と未来を準備すべきであり、全体の流れをみる目を開かなければ
ならないと話しました。
メッセージ後、学年別にRemnant階層別訓練と働き人のための講師団セミナーもありました。
5. 青少年未婚の母親問題をテーマにした創作モノ・ミュージカル「タンポポを恋したリトルママ、スジョンに」
インマヌエルソウル教会イ・ウォンハRemnantが主役出演します。「リトルママは」2007年初公演をはじめとし、今まで全国巡回公演を
通して3万人の観客を動員し、今年3月には国立劇場で韓国の唱劇（パンソリ）バージョンで公演されました。

イ・ウォンハRemnantは2回目のこのシーズンに迎えた「リトルママ」に最年少モノドラマ俳優として選抜され、23日から

二日間デハクロ芸術劇場の公演に出演します。

6．Remnant総局は8月8日核心集会で世界Remnant大会で献身した医療チームに感謝の盃を授与しました。

常任委員会柳光洙総裁は、医療チームに感謝の言葉を伝え医療チームの献身が、これからのRemnant運動の大きな証拠として残ると
話しました。




